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〝
わ
が
ふ
る
さ
と
秦
野
〞の
明
日
に
提
言

秦
野
市
議
会
議
員　
　

福
森　

登　

寄　稿秦野市議会で福森登が一般質問した項目

都市基盤整備を推進し地域の活性化を
市営住宅の老朽化対策に民間アパート等の活用を
活力ある秦野の商業振興を
桜並木のまちづくりについて
地域社会の連携を図り青少年問題について
弘法山を訪れる観光客に本市のＰＲを
ごみステーションに設置するコンテナの適正管理
中小企業対策を急げ
公共施設のバリアフリー化について
市民と行政の協働により青少年の健全な育成を
中小企業の支援と商店街活性化の具体策を問う
商工業の実態を把握し状況に応じた支援策を
中小企業の後継者育成と声かけ運動の推進について
中小企業対策と商店街に対する支援策について
青少年問題、中小企業対策について
心の不安を取りのぞき青少年の健全育成を、商工業の振興施策について
青少年問題と秦野市の治安をどのように
秦野の商工業とイベント
環境にやさしいまちづくりと工業の発展
商工業の実態と青少年対策
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ホームページ： http://www.bea.hi-ho.ne.jp/fukumori/

以降は副議長、議会運営委員長に就任したため一般質問はいたしておりません。
質問内容、答弁の要旨はホームページをご覧ください。

年 月 回 タイトル

主な経歴
関東学院大学機械工学科卒
1941年2月25日生まれ
福森登のプロフィール

秦野市議会議員２期（現職）、秦野市議会秦政会会
長、秦野市議会運営委員会委員長、秦野市議元副
議長、県央経営者会副会長、秦野商工会議所工業
振興委員、保護司、神奈川県薬物乱用防止指導員
協議会常任理事、同秦野支部長、薬物乱用防止教
室外部講師、秦野ロータリークラブ元会長など
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福森登後援会

培
っ
た
経
験
等
を
踏
ま
え
、
秦

野
市
政
に
対
す
る
提
言
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

秦
野
市
の
工
業
は
中
小
企
業

者
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
実
り

つ
つ
、
事
業
所
の
増
改
築
や
新

社
屋
の
建
設
と
活
気
を
取
り
戻

し
て
い
ま
す
。
秦
野
の
経
済
の

た
め
に
工
業
の
発
展
は
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
優
良
企
業
の
誘
致

を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
大
秦
野
高
校
跡
地

に
開
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
る
県
立
職
業
訓
練
校
の
卒
業

生
６
０
０
人
の
雇
用
の
推
進
を

秦
野
の
企
業
に
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

企
業
の
人
手
不
足
の
解
消
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
業
の

さ
ら
な
る
発
展
　

６
月
16
日
、
新
潟
県
上
中
越

沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の
死
傷

者
を
出
し
、
１
万
人
以
上
が
避

難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
地
震
は
、
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
住
む
こ

の
地
域
は
、
東
海
地
震
の
切
迫

性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

災
害
事
故
に
備
え
る
様
々
な
対

策
と
準
備
を
急
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
災
害
時

に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か

ら
物
資
の
供
給
が
で
き
る
よ

う
、
市
と
協
定
し
て
市
民
が
災

害
時
に
安
心
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
秦
野
市
役
所
入
口
に

開
設
さ
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
基
礎
工
事
も
ま
も
な

市
民
が
安
心
で
き
る

防
災
体
制
の
構
築
を

く
始
ま
り
ま
す
。

　

秦
野
の
自
然
環
境
を
守
り
、

安
全
安
心
な
街
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
を
担

う
子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
勉

学
に
、
健
全
で
活
き
活
き
と
教

育
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
実

現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

秦
野
市
と
中
井
町
、
二
宮
町

に
よ
る
広
域
行
政
の
推
進
協
議

会
が
設
立
し
ま
し
た
。
二
宮
町

は
秦
野
市
の
玄
関
口
と
し
て
、

秦
野
市
は
二
宮
町
・
中
井
町
の

奥
座
敷
と
し
て
交
通
機
関
を
充

実
さ
せ
て
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
そ
し
て
横
浜
か
ら
秦

野
へ
相
鉄
線
の
乗
り
入
れ
の
実

子
供
た
ち
の

未
来
の
た
め
に

広
域
行
政
の
連
携

現
を
目
指
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、

子
供
か
ら
女
性
、
お
年
寄
り
が

夢
と
希
望
に
溢
れ
安
心
し
て
生

活
で
き
る
、
福
祉
・
医
療
の
充

実
を
目
指
し
、
援
護
政
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
に
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
私
の
提
言
の
一
部

で
す
。
他
に
も
、
第
二
東
名
・

２
４
６
バ
イ
パ
ス
の
早
期
開
通

や
秦
野
・
平
塚
間
道
路
の
渋
滞

緩
和
策
、
青
少
年
の
健
全
育

成
、
挨
拶
推
進
運
動
に
よ
る
明

る
い
地
域
社
会
づ
く
り
な
ど
、

「
わ
が
ふ
る
さ
と
秦
野
」
を
想

う
と
考
え
は
尽
き
ま
せ
ん
。
明

日
の
秦
野
の
た
め
に
、
市
民
の

皆
様
と
の
語
り
合
い
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
・
医
療
の
充
実

　

私
は
２
期
８
年
の
議
員
活
動

で
、
精
力
的
に
一
般
質
問
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
初
当
選

後
の
平
成
11
年
９
月
定
例
会
か

ら
数
え
る
と
、
平
成
16
年
6
月

定
例
会
ま
で
、
20
回
連
続
で
一

般
質
問
に
登
壇
（
平
成
17
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
は
、
副
議

長
、
議
会
運
営
委
員
長
に
就
任

し
た
た
め
、
一
般
質
問
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
）。
商
工
業
の
発

展
、
青
少
年
の
健
全
育
成
等
に

つ
い
て
発
言
を
し
て
き
ま
し
た

（
別
表
参
照
）。

　

今
回
、
こ
の
場
を
借
り
て
、

私
が
こ
れ
ま
で
の
議
員
活
動
で


